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１．はじめに

昨年４月に本県で発生した口蹄疫では、県内はもち

ろん、国や都道府県からも多大な支援や協力をいただ

き防疫に取組んだ結果、発生後約３ヶ月を費やしてよ

うやく移動及び搬出制限を解除することとなった。

特に人的応援については、県外獣医師約７，６００人に

加え、保定等含めると延べ約１８，０００人もの動員があり、

防疫に従事した人員は県内外あわせて延べ約１６万人に

も及んだ。

また、口蹄疫の影響についても甚大なものがあった

が、元の県民生活を取り戻すため、国・県をはじめ市

町村や関係団体、そして、県民一人ひとりが目標に向

かい再生・復興への取組を実施している。

本稿では特に養豚の再生・復興に対する県の取組に

ついて紹介する。

２．発生状況

口蹄疫の発生は昨年４月２０日の初発以降、ほぼ県央

部に位置する西都・児湯地域を中心として、県内５市

６町に及んだ（図１）。

また、今回発生した２９２例のうち、約７割に当たる１９８

例は、地域の中でも特に家畜飼養密度の高い川南町に

集中しており、復興への影響が危惧された。

さらに、ワクチン接種畜を加えた殺処分頭数につい

ても、牛で約６９，０００頭、豚で約２２８，０００頭を数え、こ

れは県内の飼養頭数のそれぞれ２２％、２５％に及んだ。

これにより、西都・児湯地区はほぼ全域が家畜のいな

い地域になってしまった（表１）。

３．口蹄疫の影響

口蹄疫の発生で、畜産農家への直接的影響はもちろ

ん、獣医師や人工授精師、削蹄師、飼料や畜産資材の

取り扱い業者、食肉加工業など、畜産関連業への影響

をはじめ、関連以外においても、非常事態宣言が出さ

れたことによりイベント等が自粛されたほか、宿泊施
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図１　口蹄疫の発生状況
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表１　地域別にみた家畜の殺処分状況
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設や飲食施設、運送業等における売り上げの減少など

甚大な被害を受けた。

また、殺処分をした約３０万頭もの家畜を埋却したこ

とによる悪臭や害虫発生、地下水の汚染が危惧された

ほか、経営悪化に伴う離職者の増加など多くの県民生

活に対する影響があった。

図２には各部門ごとに推計したその影響額を示した。

畜産及びその関連業については、経営再開後５年程

度で段階的に回復すると仮定した場合の収入減少見込

みを算定したものを示すが、出荷額で約８２５億円、畜産

関連産業で４７８億円、また、食肉関連産業については、

操業停止となった期間における収入の減少額を約８９億

円と試算した。

商工関連産業については、商工団体が行ったアン

ケート結果を基に算定し、約９５０億円の収入が減少する

ものと推計された。

これらを合計すると、県内経済への影響額は約２，３５０

億円と見込まれた。

４．再生・復興のための目標

そこで、県としては、１日も早い復興を目指し、昨

年８月策定した「口蹄疫からの再生・復興方針」の中

で、その再生・復興を進めるに当たり３つの目標を定

め、それにしたがって事業の構築・実施を図って行く

こととした。

まず１つ目は、「早急な県内経済と県民生活の回復」

である。

今回の口蹄疫は、前述のとおり県内経済、県民生活

のあらゆる分野において甚大な影響を及ぼした。その

ため、今後、県民が安心して生活をし、事業に取組め

る環境を整備する必要があった。

また、本県では、第１次産業や食品加工業、観光関

連産業が高いウェイトを占めるが、県外観光客の大幅

な減少や、各種イベントの中止等により、あらゆる分

野の経済活動が影響を受けたことから、これら関連産

業が連携して再稼動を目指すとともに、雇用・生活へ

の不安を払拭することを緊急の課題とした。

２つ目は、今回の口蹄疫の経験を生かし、防疫や環

境に配慮した全国のモデルとなる畜産の再構築である。

特に発生の中心となった西都・児湯地域では家畜がほ

とんどいない状態になったことから、これを逆に好機

と捉え、特定疾病のない畜産地域を構築し、畜産の新

生を目指すこととした。

３つ目は、畜産に大きく依存した農業構造について、

長期的な視点に立ち、畜産から耕種への転換や６次産

業化を進めるなど、産業構造や産地構造の転換を図る

こととした（図３）。

５．再生・復興に向けた取組み

これまで県が取組んだ、或いは、今後引き続き取組

もうとしている内容について、図４、図５に示した。

まず、口蹄疫終息後、特に緊急的な対応を要する課

題として、第一に上げられるのが、口蹄疫等の海外悪

性伝染病を二度と発生させないための防疫体制の強化

である。

例えば、空港や港湾、ホテル等において消毒の徹底

を呼びかける水際対策や、口蹄疫防疫マニュアルの見

直しを早急に手がけるとともに、畜産農家に対して飼

養衛生管理基準の遵守の徹底を指導した。

次に、家畜の再導入に当たり、農場や堆肥の安全性

の確認や緊急的な施設整備など経営再開に向けた事前

準備に支援を行ったほか、緊急雇用創出事業の活用に
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図２　口蹄疫の影響
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図３　再生・復興のための目標
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よる雇用の維持・確保、宮崎ブランドの回復に向けた

ＰＲ、販路回復の取組などのイメージアップ対策、イベ

ント等の再開要請や観光・消費需要の喚起など停滞し

た経済活動を動かし始める取組など、地域や県全体の

再生・復興に向けて優先して取組を行ってきた（図４）。

また、口蹄疫終息後３年程度を目途としながらも、

できるだけ早く発生前の状態に回復させることに主眼

を置き、中・長期的に取組まなければならない課題も

設定した（図５）。

その１つとして、畜産新生への取組がある。

これは、全国のモデルとなる畜産の再構築を目指し、

防疫への配慮はもちろん、飼料自給率の向上や資源循

環型畜産の育成を図ることとしているが、特に、養豚

農家に対しては、「特定疾病のないモデル地域の構築」

を目指し、県と地域が一体となって取組んでいるとこ

ろである。

そのほか、県や市町村、関係団体等で構成された

「畜産産地再生推進会議現地指導班」による調査や指

導・助言の実施、或いは、埋却地の確保や飼料基盤の

整備等、農家が安心して経営を継続するために必要な

環境整備、また、一方では約３０万頭もの家畜を埋めた

２６８箇所の埋却地における環境対策など、多岐にわたる

課題に対して、国とも協議を進めながら対応すること

としている。

６．特定疾病フリー地域の構築に対する取組

口蹄疫発生前における西都・児湯地域の養豚農家で

は、県内の他の大規模養豚地域と同様、��や����

が浸潤しており、ワクチン等による対策が講じられて

いた。

しかしながら、口蹄疫の発生によりほとんどの家畜

がいなくなったことから、地域の養豚農家が中心と

なって、「新生養豚プロジェクト協議会」を立ち上げ、

これらの疾病のない地域を構築することで、日本一ク

リーンな養豚地帯を目指す取組がはじまった。

県としても、「特定疾病フリー地域支援事業」を新設

し、協議会と一体となって、当初目標に掲げた「全国

のモデルとなる畜産の再構築」に取組むこととした。

事業は、特定疾病フリー豚を導入した場合、その購

入価格や輸送経費の一部を助成する、「特定疾病フ

リー豚導入奨励事業」と、抗体検査を民間獣医師に依

頼する場合、採血の技術料を一部助成する「民間獣医

師活用事業」からなる。

事業対象となる豚は、��及び����の清浄地域又

は清浄農場から導入された繁殖豚或いはその候補豚で

あり、ロットごとに全部又は一部の豚について��及

び����の抗体検査が実施され、その陰性証明書が添

付されていること、さらに、導入後、着地検査が実施

され、その際��及び����の抗体検査が実施された

ものであることを条件としている。

また、対象頭数は、農家ごとに平成２２年４月以降に

発生した口蹄疫により殺処分された繁殖豚及びその候

補豚の２分の１を上限としている。

これにより、万一抗体陽性豚が見つかった場合、速

やかな淘汰を指導し、地域の清浄性維持を図ることと

した（表２、図６）。

平成２２年度の事業実績では、３３戸が４，１２４頭を導入

し、うち、３，２５５頭に対して助成を行った。補助額は、

導入奨励で約３，４００万円、獣医師活用で約６０万円で

あった（表３）。

なお、昨年度は事業開始が年度途中であったことか

ら、事業規模も小さいが、本年度は倍程度に予算枠を
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図４　再生・復興に向けた取組盧
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拡大したところであり、地域においては事業を最大限

に活用し、清浄性の維持に努めていただきたいと考え

ている。

７．経営再開状況

県においてはこれまで、国や関係機関、団体と一体

となってさまざまな支援をしながら、畜産農家の経営

再開を促進してきた。

そこで、殺処分された１，２３８戸の農家について、本年

８月末現在の経営再開状況を調査した。

その結果、戸数ベースでは全体の５７％が再開してお

り、それを畜種別に見ると、肥育牛や酪農で高く、養

豚では５割に達していない状況であった（表４）。

また、頭数ベースの結果を同表の下に示した。

なお、この集計で比較した数値は、繁殖牛では、繁

殖用雌牛及び育成牛を、肥育牛では肉用種、乳用種及

び交雑種の肥育素牛を、酪農では搾乳牛及びその育成

牛を、養豚では繁殖用雌豚を集計したもので、生産さ

れた子牛や子豚等は除外した。

その結果、殺処分前に比較して全体で４７％の家畜が

導入されていた。これを畜種別に見ると、繁殖農家の

導入が進んでいないことがわかる。この理由としては、

表には示していないが、小規模農家の再開率が悪かっ

たことと、大規模農家において、再開はしたものの、

導入頭数が発生前の３割程度にとどまっていること等

によるものであった。

次に、養豚農家の再開状況について、さらに詳細に

調査した結果を表５以降に示した。

まず、再開状況を繁殖豚の規模別に見ると、母豚１００

頭以下では、再開戸数、頭数ともに３０％程度であるの

に対し、５００頭以上では８割以上の農家が再開してお

り、小規模農家において再開を逡巡していることがわ

かった（表５）。

また、養豚農家の中には預託農家もある程度含まれ

ており、預託元の豚の供給がないために再開ができな
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表２　特定疾病フリー地域支援事業の概要盧

������������������ !""#$%

�&�'(�����������! """#$%

�)�*+,�!-"#$%.�/�����0 �-"#$1

! ���

�����2�3�4567'(��

�&�89:*+,

; ��<=

��

>?@1ABCDEFG) �
HI

��� �������2��JK�


�&� LM89:NO�


& �
PQ

RST�UVWXYZ�	�[\�]Z^.

�����_`abc�	de^W
�

� f g

hi�	�SPFjk �	P�jk

��l�<m
njkPopql.r�st
�uIstWvw�

nxyz{|}�LM89:
�*+,�~�

��
�������2
�<=��z��.�����
���z����2�1/2�

uI��
����

�
�
�
�
�
�

{|
xy

sI(�

���~
'(��~

*+,
�~

�O

uI��
�����k��

��������	
��


uIst�vw
�������

r�st�vw

� ¡¢££¤#89:NO

¥¥¢ £�¢  ¦#��JK

��§�

¥¢£��%��%¨

©¢¡£©%��%¨

¥¥ª<=j{ª¨

�
«M z ¬&&­��­�®¬&)­)­)�

図６　特定疾病フリー地域支援事業の概要盪
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表３　平成２２年度における事業実績
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表４　養豚農家の規模別経営再開状況
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い農家もあったことから、預託農家を除外した数値で

比較すると、５８％と若干再開率が上がることから、預

託農家の対策も経営再開支援の一つではないかと思わ

れた（表５）。

さらに、西都・児湯地域内の農家１２４戸について、再

開をしない、或いはできない農家に対する意向調査を

実施した。

再開をしていない農家のうち、再開を決定し、今後

導入を予定している再開予定農家が８戸（６．５％）、再

開する意向を持っているものの、決定には至っていな

い、いわゆる見極め中の農家が１１戸（８．９％）、養豚経

営を中止する方向で検討している農家が２４戸（１９．４％）

であった（表６）。

これらの見極め中や経営中止の農家における再開し

ない理由として、見極め中の農家では、耕種或いは他

の職種に転換する意向のある農家が３戸（２７．３％）、そ

の他の理由として糞尿処理の問題や、預託元の意向な

どがあげられた。

また、経営中止の理由では、高齢が６戸（２５．０％）、

離農や耕種への転換が５戸（２０．８％）、その他としては

同様に浄化処理施設の問題や預託元によることがわ

かった（表７）。

８．今後必要な取組み

県としては、口蹄疫からの再生・復興を目指し、さ

まざまな取組を実施しているところであるが、特に、

養豚関連については、これまでの調査結果を踏まえ、

経営再開農家はもちろん、小規模農家や耕種への経営

移行農家等に対して、希望を十分聞いた上で地域の実

情に応じた取組を実施する必要があると考えている。

具体的には、図７に示すとおり、これまで実施して

きた事業の継続による特定疾病フリー地域の維持を図

ること、家畜購入費や飼料費など経営再開及びその後

の運営に必要な資金事業の充実、畜舎の新設や改修経

費の助成、また、再開しない理由として挙げられた糞

尿処理施設の整備や預託農家に子豚を供給する繁殖農

家の規模拡大支援に加え、現地指導班による技術面、

経営面の支援など、国や県、市町村、関係機関・団体

が一体となった総合的な取組により、口蹄疫からの再

生・復興を確実なものにして行くこととしている。
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表５　経営形態別の再開状況
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表６　再開しない理由
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表７　再開に係る意向調査
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図７　今後必要な取組


